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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 6月 14日 (2007.6.14)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ７ 、 ８ ま た は ９ の 方 法 で あ っ て 、 Ｍ Ｆ p o w e r は 、
【 数 ８ 】
　
　
　
で あ り 、
こ こ で 、
θ ｘ は 、 水 平 方 向 の 眼 球 回 転 角 度 で あ り 、
θ ｙ は 、 垂 直 方 向 の 眼 球 回 転 角 度 で あ り 、

、

、
Ａ ｄ ｄ Ｆ θ x ， θ y は 、 前 記 レ ン ズ の 前 面 上 で 計 算 さ れ た 加 入 屈 折 力 で あ り 、
Ａ ｄ ｄ Ｂ θ x ， θ y は 、 前 記 レ ン ズ の 後 面 上 で 計 算 さ れ た 加 入 屈 折 力 で あ り 、
Ｐ Ｆ θ x ， θ y は 、 前 記 前 面 に 対 す る 加 入 屈 折 力 の 目 標 で あ り 、
Ｐ Ｂ θ x ， θ y は 、 前 記 後 評 面 に 対 す る 加 入 屈 折 力 の 目 標 で あ り 、 そ し て 、
Ｗ ａ ｄ ｄ θ x ， θ y は 、 重 み 付 け で あ る 累 進 加 入 レ ン ズ の 設 計 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 ７ 、 ８ ま た は ９ の 方 法 で あ っ て 、 Ｍ Ｆ p o w e r は 、

Φ θ x ， θ y は 、 実 際 の 球 面 屈 折 力 で あ り
Ｐ θ x ， θ y は 、 所 望 の 球 面 屈 折 力 で あ り 、
Ｗ Φ θ x ， θ y は 、 屈 折 力 誤 差 に 対 す る そ の 特 定 の 視 野 点 の 重 み 付 け で あ り



【 数 ９ 】
　
　
　
で あ り 、
こ こ で 、
θ x は 水 平 方 向 の 眼 球 回 転 角 度 で あ り 、
θ y は 垂 直 方 向 の 眼 球 回 転 角 度 で あ り 、

、

、
Ａ ｄ ｄ Ｆ 前 記 レ ン ズ の 前 面 上 で 計 算 さ れ た 加 入 屈 折 力 で あ り 、
Ａ ｄ ｄ Ｂ 前 記 レ ン ズ の 後 面 上 で 計 算 さ れ た 加 入 屈 折 力 で あ り 、
Ｐ Ｆ 前 記 前 面 に 対 す る 加 入 屈 折 力 の 目 標 で あ り 、
Ｐ Ｂ 前 記 後 面 に 対 す る 加 入 屈 折 力 の 目 標 で あ り 、 そ し て 、
Ｗ ａ ｄ ｄ 重 み 付 け で あ る 累 進 加 入 レ ン ズ の 設 計 方 法 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 複 数 の 累 進 加 入 面 を 最 適 化 す る 目 的 の た め に 、 上 記 メ リ ッ ト 関 数 を 改 変 し て 、 以 下 の よ
う に 、 各 面 に よ っ て 寄 与 さ れ る 加 入 屈 折 力 の 相 対 的 量 を 与 え る こ と が 可 能 で あ る 。
【 数 ７ 】
　
　
　
　
こ こ で 、
θ ｘ は 水 平 方 向 の 眼 球 回 転 角 度 で あ り 、
θ ｙ は 垂 直 方 向 の 眼 球 回 転 角 度 で あ り 、

、

、
Ａ ｄ ｄ Ｆ θ x ， θ y は 、 前 面 上 の 計 算 さ れ た 加 入 屈 折 力 で あ り 、
Ａ ｄ ｄ Ｂ θ x ， θ y は 、 後 面 上 の 計 算 さ れ た 加 入 屈 折 力 で あ り 、
Ｐ Ｆ θ x ， θ y は 、 前 面 に 対 す る 加 入 屈 折 力 の 目 標 で あ り 、
Ｐ Ｂ θ x ， θ y は 、 後 面 に 対 す る 加 入 屈 折 力 の 目 標 で あ り 、 そ し て 、
Ｗ ａ ｄ ｄ θ x ， θ y は 、 こ れ ら 屈 折 力 の バ ラ ン ス 維 持 に 適 用 さ れ る 重 み 付 け で あ る 。
こ こ で 「 加 入 屈 折 力 」 と は 、 累 進 面 の 近 及 び 遠 視 野 帯 間 の 屈 折 力 （ 加 入 度 数 ） の 差 を 意 味
す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 式 Ｖ Ｉ は 、 加 入 屈 折 力 が レ ン ズ の 前 及 び 後 面 に 対 し て 寄 与 さ れ る レ ン ズ の 場 合 を 示 し て
い る 。 メ リ ッ ト 関 数 の 第 一 部 分 は 式 と 同 一 で あ り 、 全 般 的 な レ ン ズ の 平 均 球 面 屈 折 力
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Φ θ x ， θ y は 、 実 際 の 球 面 屈 折 力 で あ り
Ｐ θ x ， θ y は 、 所 望 の 球 面 屈 折 力 で あ り 、
Ｗ Φ θ x ， θ y は 、 屈 折 力 誤 差 に 対 す る そ の 特 定 の 視 野 点 の 重 み 付 け で あ り

f a r は 、 遠 視 野 帯 に 有 効 な

f a r は 、 遠 視 野 帯 に 有 効 な

f a r は 、 遠 視 野 帯 に 有 効 な

f a r は 、 遠 視 野 帯 に 有 効 な

f a r は 、 遠 視 野 帯 に 有 効 な

Φ θ x ， θ y は 、 実 際 の 球 面 屈 折 力 で あ り
Ｐ θ x ， θ y は 、 所 望 の 球 面 屈 折 力 で あ り 、
Ｗ Φ θ x ， θ y は 、 そ の 特 定 の 視 野 点 に 対 す る 屈 折 力 （ 度 数 ） 誤 差 上 の 重 み 付 け で あ り

Ｉ Ｖ



の プ ロ フ ァ イ ル を 与 え る 。 追 加 の 項 目 は 、 前 及 び 後 面 の 加 入 屈 折 力 に 対 す る 目 標 を 提 供 す
る 。 記 載 の よ う に 、 当 然 の こ と な が ら 、 前 面 の 加 入 屈 折 力 及 び 後 面 の 加 入 屈 折 力 に 対 す る
目 標 は 、 ト ー タ ル 屈 折 力 目 標 と 一 致 し て い る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 遠 視 野 帯 に お け る 加 入 屈 折 力 に 対 す る 寄 与 が 特 定 の 値 を 取 る レ ン ズ が 所 望 さ れ る 場 合 、
式 は 、 以 下 の 式 に 縮 小 さ れ る 。
【 数 ８ 】
　
　
　
　
　
レ ン ズ の 前 面 及 び 後 面 に 対 し て 寄 与 さ れ る 相 対 加 入 屈 折 力 を 制 御 す る こ の 能 力 を も っ て 、
パ ラ メ ト リ ッ ク ・ デ ザ イ ン 研 究 を 行 っ て レ ン ズ の 前 面 及 び 後 面 間 の 屈 折 力 の 最 適 な バ ラ ン
ス を 決 定 す る こ と が で き る 。
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